
書きそんじハガキ・キャンペーン2018
成果報告書（2017年度）

集まったハガキ 約 960,000 枚

（タンス遺産） ※ 4,516万円の募金相当

完成した寺子屋 4軒

学んだ人びと 5,179人

皆さまからのご支援によって、カンボジアとアフガニスタンで1軒、ネパールで
は2軒の寺子屋が完成。また新しいミャンマーを含め、教育を受ける機会
がなかった人びと5,000人以上が識字クラスや小学校クラス、幼稚園クラ
スほか技術訓練などを受講することができました。

アフガニスタン 1軒
カンボジア 1軒
ネパール 2軒



昨年の書きそんじハガキ・キャンペーンも、地域ユネ
スコ協会の皆さまから多大なるご協力をいただきま
した。
2017年12月～2018年10月の約1年間に集
まった書きそんじハガキをはじめとする「タンス遺産」
は約96万枚で、4,516万円以上の募金に相当
します。

今年も書きそんじハガキ・キャンペーン応援キャラ
クター「書きそんジロー」をはじめとするタンス遺産３
兄弟は、皆さまから大変ご好評をいただき、キャン
ペーンを盛り上げていきます。

1989年に開始した世界寺子屋運動は、来年
（2019年）に30周年を迎えます。皆さまのご支
援のおかげで、これまでに130万人以上の人々が
寺子屋で学ぶことができました。
しかし、世界には、未だに学校に行けない子ども
約6,100万人、読み書きできない大人(15才以
上）は7億5,000万人もいます。

平和な希望の未来を拓くために必要なのは教育で
す。世界を平和に変えていくために、今年もユネス
コ会員みんなで力を合わせ、書きそんじハガキ回収
に取り組みましょう！

96万枚以上のハガキ（タンス遺産）達成！
※約4516万円の寺子屋募金に相当



アフガニスタン寺子屋プロジェクト

寺子屋（CLC)の設立・建設
カブールから北に25キロにあるミルバチャコット郡

にミルバチャコット寺子屋が完成。2018年1月
に。開所式典が行われ、カブール県知事や教育
省副大臣など100名以上が参加し、盛大に行
われました。

識字クラスの卒業試験

ミルバチャコット寺子屋の開所式典

識字クラス
30年以上にわたる戦争により学校や教育シス
テムが破壊されたアフガニスタン。成人識字率は
32％しかありません。幼少期に学校がなかったり、
学校に通うことを禁じられたりしたため、字の読み
書きができないまま大人になった人びとがたくさんい
ます。特に農村部の女性のうち100人に数人程
度しか読み書きができないといわれています。
2017年度は、カブール近郊とバーミヤンを中心
に657人が9ヵ月の識字クラスを修了し、基礎的
なダリ語の能力を身に着けることができました。また、
国内避難民キャンプでもクラスを実施しました。

女性たちのための識字クラス（寺子屋や民家で実施）

職業訓練クラス
また、裁縫クラス、刺繍クラス、革製品づくりのクラス
など地域の収入に結び付く技術研修を377人が
受講しました。卒業生のなかには、自ら裁縫ビジネ
スを始める女性もいます。



スラエン・スピアン寺子屋開所式(2018年3月)

カンボジア アンコール寺子屋プロジェクト
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寺子屋運営スタッフとなった元識字学習者が来日
9月8日の国際識字デーに、寺子屋運営委員・図書
館スタッフ・幼稚園クラス教員として活躍するスグォン・
ソパルさんが来日しました。「私は29歳まで読み書き
ができませんでしたが、寺子屋で学んで人生が変わり
ました」と教育の重要性を語ってくれました。

教育プログラムで約1300人に学びの機会提供
内戦や貧困で教育機会に恵まれなかった人たちのた
め、「識字クラス」「幼稚園クラス」のほか、小学校を中
途退学した子ども対象の「復学支援クラス」、寺子屋
を卒業した中学生対象の「進学支援プログラム」を行
いました。

復学支援クラスの生徒たち

17軒目「スラエン・スピアン寺子屋」完成
シェムリアップ州スレイ・スナム郡スラエン・スピアンコ
ミューンに、17軒目となる寺子屋が完成しました。これ
で州内の12郡全てに、1軒以上の寺子屋ができまし
た。

幼稚園クラスで教えるソパルさん

収入向上プログラム
各寺子屋で村人の希望やニーズに合わせた内容
が選ばれ、合計290家族が参加しました。スレ・ク
バーブ寺子屋では伝統音楽隊が結成され、結婚
式の定番曲14曲をレパートリーに持ち、村の結婚
式に出演して収入を得られるようになりました。

スレ・クバーブ寺子屋の伝統音楽隊



2軒の寺子屋（CLC)が完成！
2017年度は、2015年のネパール中部（ゴル
カ）地震で建物被害を受けた寺子屋が2軒完
成しました。ラメチャップ郡のビムシュワール寺子
屋（写真㊤）と震源に近いゴルカ郡でドゥワン
コット寺子屋（写真㊦）が完成し、それぞれ開
所式典が行われました。

ネパール寺子屋プロジェクト

中級識字クラスの実施
2017年度は、4ヵ月間の中級識字クラスを継

続実施し、1,994人が卒業することができまし
た。識字クラスでは、ネパール語の読み書き
だけでなく、栄養学などの日常に役立つ科目
も学びました。クラスの開始前には、識字教
員への教授法の研修も行い、識字クラスの質
の向上にも努めました。クラスは寺子屋の建
物だけでなく、識字教員の家や民家などさま
ざまな場所で行われました。

小学校クラスの実施
カースト制度の最下層であるダリット、女

子またイスラム教徒など教育の機会がなかっ
た子どもや小学校を中途退学した子どもを対
象とした小学校クラスを実施しました。
2017年度は、19クラスで371人が小学校クラ

スでネパール語、英語など5教科を学びました。
クラスは寺子屋（写真㊤）だけでなく、イス
ラムの学校（写真㊦）でも実施しました。

寺子屋で実施された小学校クラス

マドラサ（イスラム教の学校）で実施された小学校クラス



ミャンマー寺子屋（継続教育）プロジェクト【新規】

480人の小・中学校退学青少年への継続教育プロ
グラムを提供
内戦からの避難や貧困などが理由で、小中学校の段
階で学校を退学した10～17歳の青少年を対象に、
「識字」「算数」「保健衛生」「コミュニケーション」で編
成された、約9ヵ月間の「継続教育プログラム」を提供
しました。日中は農業、林業、家事などで忙しく働く学
習者のため、クラスは主に夕方から夜に開かれました。

広い「バゴー地方域」の4地域を支援
ヤンゴン北部に位置するバゴー地方域の4地域「バ
ゴー郡タナットピン」「タウングー郡オクトウィン」「ピー郡
ポカウン」「ピー郡パウンデー」に位置する合計29の村
が対象となりました。バゴー郡はヤンゴンから車で2時
間程度ですが、ピー郡は5～6時間かかるなど、支援
先は広範囲にわたりました。

ミャンマーでは小学校就学率は95％である一方、中学校への就学率は56％とほぼ半減します。成人の非
識字問題も従来90％を超えるとされていましたが、UNESCOの最新のデータでは76％に下方修正されま
した。（UNESCO Global Education Monitoring Report 2017-18）。
皆さまのご協力で、世界寺子屋運動では2017年度からミャンマーの青少年支援を始めることが出来ました。

日曜日の昼に集まった学習者

保健衛生やコミュニケーションなど幅広いテーマの読み
物が使われている

少数民族が半数を占めたクラスもあり、ビルマ語の読
み書きを懸命に学ぶ姿も見られた

学習会場に続く竹の橋
雨期は洪水で使えないため渡し舟が出る



カンボジアより
「識字クラス」で学んだ女性からのメッセージ

アフガニスタンより
カブールの寺子屋の識字クラスで学ぶ女性からの直筆メッセージ

「読み書き計算ができるようになったことで自信をつけ、洋服の
仕立てを勉強しました。仕立てを学ぶにも、名前を書いたり、
物をはかったり、計算をするなど、たくさんスキルが必要でした。

今は家で仕立て屋をしています。この仕事のおかげで、収入
を食費と子どもの教育費にあてることができています。子どもた
ちには、非識字者だった昔の私のようにならず、きちんと教育
を受けてくれることを願っています。 」

プロムさん（35歳）

■ 昨年キャンペーンのご報告

カンボジアとアフガニスタンの寺子屋とミャンマーより、書きそんじハガキにご協力してくださった皆様へ
のお礼のメッセージをお届けします。
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「以前は読むことも書くこともできず、ダリ語の一番はじめの文字すら理解できませんでした。
でも、いまでは読み書きができるようになりました。支えてくださる日本の皆さんには本当に感
謝しきれないくらいです。ありがとうございます。」

ザハルさん（15歳）

「8年生で学校を退学して、家の手伝いをしています。家業は、出家の儀式
用の馬の飼育です。クラスでは新しい知識が身につくし、新しい友達もできま
した。このようなチャンスをもらえて感謝しています。将来は広い土地を持って
、たくさんの動物を飼い、いろいろな種類の草花を植えることが夢です。」
タントゥア君（13歳）

ミャンマーより
「継続教育プログラム」で学んだ子どもからのメッセージ


